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１．緒言 

 筆者は将来小学校教員になりたいと考えて

おり，公立小学校と公立高等学校での実習を

体験した．２回の教育実習を体験し様々なこ

とを学んだ．人として成長できたと感じ，教

員になるという意志が強くなった．しかし，

実習を終え，周りの経験を聞くと，教員志望

の気持ちが高まるような経験をしている学生

ばかりではなかった．実習先，指導教諭，生

徒，実習生などのどこに差があり，それらが

教員免許取得に対する考え方にどのような影

響を与えているのか疑問に感じた． 

 教育実習の目的や意義について本学の教職

ハンドブックで次のように述べられている．

①保健体育科の授業の計画と指導，生徒指導，

学級・ホームルーム活動，学校行事，部活動

等の指導に関する実践的な知識や技能の向上

を図る．②教職意識の高揚に努め，教職をめ

ざすことの意義について学ぶ．③教員になる

ために求められる資質や能力の向上を図る． 

これらの目的や意義を実際に達成できてい

る学生ばかりではない．学生それぞれの教育

実習の何が異なり，何を学び，何が変容した

のかを明らかにしたい．またその結果を本学

の教職課程の講義改善に役立てたいと考えた． 

２．研究方法 

本学の４回生教育実習履修者の 123名を対

象に選択記述形式でアンケート調査を行った．

回収できたのは 89名（72.3％）であった． 

３．結果と考察 

教育実習が学生に様々な影響を与えていた．

教育実習に行く前の不安で「授業がうまくで

きるか」を選択している学生が，教育実習で

失敗したと感じる傾向が見られた．実習初期

での授業は失敗して当然という考え方を持っ

ておく必要があるといえる． 

教育実習を成功させるためには，事前準備

を入念にしておく必要がある．そうすれば，

教育実習開始前に指導案の作成が完了でき，

指導案作りの時間を子どもたちとのコミュニ

ケーションや，教材研究の時間に使うことが

できる．教育実習前の事前準備を積極的に取

り組んでいく必要があるといえる． 

 学生は，教育実習を経験することで自分の

知識のなさを実感する．そのため学び続ける

力が必要であると認識できるようになった．

これは教員にのみ求められていることではな

く，様々な分野で必要な力だと筆者は捉えて

いる．教育実習は学び続けることの必要性を

再確認できるものである． 

４．まとめ 

 本研究において，教員志望に対する考え方

が変容した学生がいた．その要因として，教

育実の指導教諭やその指導方法が影響してい

ることが考えられた． 

また，本学の教職課程に満足していない学

生がいた．教職課程の改善が必要であること

が分かった．方法として，「教科に関する科目」

の講義において，その指導法も教える．その

実践の場として，児童生徒を対象に授業を行

う.その前段階として学生に模擬授業さらに

は模擬模擬授業を行う．実際の教育実習のよ

うに失敗をし，改善をしてから授業を行うこ

と，模擬授業を何度も行うことが必要である． 

だがこれまでの教職課程で教育実習を実り

あるものにできている学生がいることから，

学生自体の受講態度も改める必要があること

も分かった． 
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